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1 はじめに 

導電性高分子は単結合と二重結合が交互に

結合した共役系構造をもつ高分子であり、主

鎖の単結合と二重結合が結合交代すること

で、電子が主鎖に沿って非局在化する[1]。

また、アクセプターを用いたドーピングによ

る電子の引き抜き、ドナーによるドーピング

で電荷を注入すると、キャリア（ポーラロ

ン）が生成し主鎖に沿って移動することで電

気伝導性を示す[2]。

液晶を反応場として合成された導電性高分

子は液晶分子の配向に沿って主鎖が成長する

ことで高い結晶性を示し、液晶構造が主鎖に

転写されることで光学機能性を示す。 

本研究では、ヘリカル構造をもつコレステリ

ック液晶中で導電性高分子を作製した。キャ

リアが主鎖上に生じた状態（ドープ状態）と

デドープ状態での結晶構造の違いを高エネル

ギー加速器研究機構の放射光 XRD を使用す

ることで試みた。

2 結果 

コレステリック液晶電解液で導電性高分子

を電気化学重合を用いて合成した。得られた

ポリピロールおよびポリチオフェンの偏光顕

微鏡による表面観察からコレステリック液晶

特有の指紋状構造を確認した（図１）。この

ポリマーフィルムを電気化学的にドープ、デ

ドープし、BL-8B にて結晶構造を確認した。

ポリピロールのシグナルを確認するととも

に、ポリマー主鎖間のスタッキングに由来

する回折も見出すことができた。さらにドー

プ状態とデドープ状態のスタッキングに由

来する微小な回折の違いを確認することがで

きた。 

図 1. 液晶中で合成したポリチオフェン誘導

体の表面構造 

3 まとめ 

電気化学重合を用いて液晶構造を転写した

導電性高分子の合成に成功した。得られた高

分子の構造同定をフォトンファクトリーBL-

8B にて行った（課題番号: 2023G520）。この合

成技術は高分子の電子状態や結晶構造と光学

機能性の関係を明らかにすることが可能であ

り、高分子化学の発展に寄与したと思われる。 
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